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Thysonophrys Afr*
Japanese Name of a Platycephalid Genus, Thysanophrys

コチ不斗の Z乃ッsα
“
θ′乃ηsは Ogilby(1898)に よ りP′αケー

ε響乃αルs cJrЮ
“
αsπs Richardson,1848に 基づき設立された

属である.本属は虹彩皮膜が分枝する,眼下骨の隆起
線は4本以上の棘を持つ,鯉紀数が7本以下であるなど
の形質で特徴づけられ,世界から7種が認められてきた

(Knttp,198491986;Imamura ct al。 ,1995)。 一方,日 本産

本属魚類としては7 ακ
“
たθ′αが益田ほか (1975)に よって

初めて報告され,ス ナゴチの和名が与えられた (こ の和

名は本種の英名 sand iatheadに 由来すると考えられる).

益田ほか (1975)は Z乃ッsα
“
θ′Й7sに対 して和名を提唱して

いなかったが,後に落合 (1984)が本属をスナゴチ属とし
た.益田ほか (1975)の 後, 日本産本属魚類として, ク
ロシマゴチ rε″Jゎ

“
αθ Schultz,1966, セレベスゴチ r

“
ルbたα(Blecker,1854), フ サ ク チ ゴ チ rθ″′た

“
sJs

(ParHnson,1829)が 知 られ る よ うにな った (Ida and

Yunokawa,1980;瀬能・中坊 ,1992;Imamura ct al,1995)。

ごく最近,Imamura(19%)は 形態形質を用い,コ チ科

魚類 38種の系統類縁関係を分岐分類学的手法によって

推定した.さ らに,Imamura(1996)は得られた類縁関係

を基 に,従 来の r乃ッsακθ′乃rysを 再定義 された
ルッsα
“
リカッsと 新たに設立したEπッθ響力α′

“
sに分割 し,

前者にrc′ rИθκαsα ,ク ロシマゴチ,セ レベスゴチ,7″―

“
α″(Fowler,1938),rあ κgjЮ s′rお (Shao and Chen,1987)

の5種を,後者にスナゴチ,フサクチゴチ,E.“乃
"“
露―

′
“
s(Valenciemes,1833)の 3種を含めた.Imamura(1996)

は両属の和名について言及しなかったが,ス ナゴチの和

名を与えられたE"7ευttα′πs α″κたθ′αが ZZッsακ

"乃
ッsに

所属しないため,従来のままZ乃孵α
“
θpカッsにスナゴチ属

の和名を用い続けるのは極めて奇異であり現状にそぐわ

ない.よ って今後の和名の混乱を避けるため,Eα _

rノ

“
ψ zα ′
“
sを ス ナ ゴチ属 と し,再 定義 され た

ZZッsα

“"乃
7sに クロシマゴチ属の新和名を用いることを

提唱する.なお,両属は以下の外部形態で区別すること

ができる.すなわち,ク ロシマゴチ属では眼下骨と前鯉

蓋骨からのびる感覚管がよく発達し,頬の全域を完全に

覆うが,ス ナゴチ属ではこの感覚管があまり発達せず頬

の一部のみを覆う(Imamura,1996)(Fig。 1).
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Fig. 1. Ventrolateral view of cheek region on left side. A,
Eurycephalus otaitensis; B, Thysanophrys celebica. Scales
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「小笠原の魚類」出版のお知らせ

国立科学博物館のMonogrThs No.11に 下記の論文が

出版されました.送料・税込みで2,310円 です.購入希
望者は,料金を郵便振替でお送り下さい.

送金先 :00150…8-22146 財団法人国立科学博物館後

援会.

問い合わせ先 :〒 110東京都台東区上野公園7-20
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オークション開催のお知らせ

1997年度年会の懇親会において書籍類のオークションが行わ

れます.売上金は今後の年会に参加する学生へ旅費の一部とし
て援助される予定です.つ きましては不要になった書籍類のご

寄付をここで募るとともに,ひ とりでも多くの方の懇親会への

ご参加をお願いいたします.

オークションに関するお問い合わせは庶務幹事 (瀬能:TEL

0465-21-1515,FAX 04“ -23-8846;篠 原 :TEL 03-3364-7125,

FAX 03-3364-7104)ま で,書籍のご寄付につきましては今回会

場となる横須賀市自然博物館の林 公義氏 (TEL 046844-3688,
FAX 0468-24-3658)ま でご連絡下さい。

学会ホームベージの開設のお知らせ

日本魚類学会のホームページを開設しました.学会誌の紹介,

年会に関する情報などが掲載されています.ア ドレスは以下の

とおりです.

http://WWWSOC.naCSiS.aC.jp/i可 /indeX.html

ホームページに関するご意見, ご要望,新 しいアイデア,活
用方法等がございましたら,下記までご連絡下さい.

千葉県立中央博物館 川瀬裕司
kaWahagi@CC.� m.0巧 p

財団法人科学博物館後援会 電話 O FAX:03-5814-

6757。

R.andal19■ E。 ,:H.Ida,:K。 IK.ato,:Ro Lo Pyle and Jo L.Earle。

1997.Annotated checklist of the inshore nshes of the Oga―

sawara lslandsIN′ ational Sciencc Muscunl Monographs,N・ o.

11,74 pp.9 19 pls.

論文には97科 801種の小笠原諸島の沿岸性魚類が収

録されています.150種が小笠原諸島から新たに記録さ

れた種類です.収録された多くの種類が,水中写真およ
び標本写真で示され,カ ラーの図は合計 117枚 に達しま

す.出版部数に限りがありますので,購入希望者は早め
にお申し込み下さい.

(松浦啓一 Keiichi Matsuwa:〒 169東京都新宿区百

人町3-23-1 国立科学博物館動物研究部 e― mail:
matsuura@kahaku.gOjp)

1996年度第4回役員会

1996年 9月 17日 (火 ),於 国立科学博物館分館研究館2階
会議室。出席者 :尼岡,沖山,林,大竹,瀬能,篠原,松浦,
宮,塚本,上野。

1。 前回議事録の確認 .

2.報告事項 編集 :11月 出版予定のIchthyol.Res.43(4)と 魚雑
43(2)の編集作業は順調に進む。今年に入ってから現在まで

の投稿原稿はすでに70篇 (英文60篇 ,和文 10篇 )に達した。

会計 :1997年度改訂予算案について.庶務 :第 17期 日本学

術会議会員の選出にかかる学術研究団体の登録が9月 10日

付けで完了した.

3。 学会ホームページについて :庶務から内容の具体案が出さ

れ,検討後年会プログラムなどの情報を加えることが決まっ

た.

4.学会オリジナルテレホンカードについて :価格,販売開始時

期および保管場所について検討した.

5。 評議員会,総会の議案の最終決定について :議案について検

討・修正を行い,最終的な議案内容を決定した.

6。 年会について :年会開催にかかわる学会からの補助金および

年会参加費について検討した.役員と開催地運営委員の役割

分担について決めた.

7。 その他 :1)次 回の会長選挙を来年7月 に行うことを決定し

た。2)文部省科学研究費の新分科細目「自然史科学」の説明

と対応の仕方について (松浦氏から).3)バツクナンバーの価

格について決め,年会で販売処理することを決定した.


